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絶えざる挑戦 

 

起業は危ないもの。 

特殊な人だけが目指すもの。 

私なんか縁がないもの。 

 

そう思っていた人たちがしごと塾に集う。 

ノウハウを教えてもらうはずが、 

自分でやることばかり。 

家の中では、調べ物。 

外に出たら、新しい世界へ飛び込む。 

塾のなかではプレゼンばかり。 

いつの間にか度胸が身についていた。 

 

元気な塾生仲間に囲まれながら、 

みなさまが、元気になる。 

そして、家族が、地域が元気になる。 

そんな笑顔の循環をつくりたい。 

 

しごと塾は、これから新たな挑戦をする 

みなさまを応援します！ 
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１ ．塾生の構成 
せと・しごと塾は、第５期の終了時

（2012 年 12 月）、卒塾生の数が９３名

（１期１７名、２期１８名、３期２７

名、４期１３名、５期１８名）となっ

た。うち男性が３２名（３４．４％）、

女性が６１名（６５．６％）と、女性

が男性の２倍となっている。 

 

 

 

 

（５期生髙嶋さん手作りタルト） 

２ ．開業者数 
第５期終了時点での開業者数は卒塾

生９３名のうち４０名（４３％、入塾

時からの開業者数１３名含む）。平成２

４年の開業者のうち、次の４社につい

ては、瀬戸市のホームページに詳細情

報を掲載中。 

http://www.city.seto.aichi.jp/docs

/2010111003214/ 

(1)ルワンダの貧困緩和と国内メンタ

ル失調者の社会復帰を同時に解決！  

就労移行支援施設『一般社団法人 仕

事ノアル暮らし』 

(2)Web でラクラク景品手配『幹事たか

しま』 

(3)パソコン教室などの教育学習支援

事業『あいちパソコ株式会社』 

(4)農作業や軽作業を通した生活介護

を提供します！ 

障がい福祉サービス事業所『らいむ畑』

（合同会社ハーモニー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2012.4.5「仕事ノアル暮らし」開所式） 

 

 

 

ABOUT せと・しごと塾の概要 

せと・しごと塾卒塾生の人数（男女別） 
（2012.12 月 第５期終了時点） 

開業者数 
（2012.12 月 第５期終了時点） 
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Program 

夢をかなえるしくみづくり 

 

せと・しごと塾では、2008 年の開講

以来、塾生の夢を叶えるためのカリキ

ュラムを常に模索している。塾生の自

立と行動を促し、自分で夢への一歩を

踏み出すような「しくみ」をつくるこ

とが重要なミッションとしている。 

入塾後、自己の棚卸をし、起業家精

神を養成する機会が設けられている。

７月のグループワークを通じて、他の

塾生とのコミュニケーションを図る。 

中間事業計画発表会、プレゼンテー

ション講座、卒塾時の事業計画発表会

と、プレゼンの機会が多く設けられて

いる。自分自身を表現することを繰り

返し、徐々に人前で話す自信がつくよ

うになる。 

これに加えて７月から１２月まで、

１６回の個別相談日が置かれている。

個別相談は卒塾生も利用可能で、卒塾

後のサポートも行っている。 

 

第５期カリキュラム 

★座学・ワークカリキュラム 

7/2   開講式 

せと・しごと塾について 

創業に向けて 

7/6  起業家の心構え（澤芳美） 
7/10 キャリアデザイン講座（柴田朋子） 
7/12 起業家スキルアップ講座（小坂英雄） 
7/17    ＜事業計画作成知識＞ 
7/19    ・経営理念 ・事業領域 ・自己の棚卸 ・競合調査 ・資金計画 
7/24    ・マーケティング ・プロモーションミックス ・損益計画 など 
7/26    ＜グループワーク＞ 
7/31    ・４つのグループに分かれて事業計画書を作成 
8/2     （瀬戸金融協会・瀬戸信用金庫） 
8/8      
8/30 事業概要発表会（３分間のプレゼンテーション） 
9/6  事業化スケジュール講座（小坂英雄） 
9/21 顧客と対話するチラシづくり（柴田朋子） 
10/4 IT 戦略について（小坂英雄） 
10/18 プレゼンテーション講座（小坂英雄） 
11/6 開業手続き、税務・経理知識（石川一志） 
11/29 地元経営者の話（三井恵久美） 
12/20 事業計画発表会（５分間のプレゼンテーション）、卒塾式 

Supporters 

サポーターの顔ぶれ 

せと・しごと塾を支えるサポーターは 

次の通りである（五十音順）。 

 

石川一志（税理士法人ちゅうぶ税経） 

小木曽基嗣（瀬戸市） 

小坂英雄（塾長、起業経営研究所） 

小林甲一（名古屋学院大学経済学部教授） 

酒向清治（瀬戸金融協会） 

佐野真隆（瀬戸金融協会） 

澤芳美（さわ経営研究所） 

柴田朋子（瀬戸市） 

三井恵久美（アージュインターナショナル） 

 
★サポート団体 
産業支援センターせと 
瀬戸市役所産業課 
瀬戸商工会議所 

CURRICULUM せと・しごと塾のカリキュラム 

石川一志       小木曽基嗣        小坂英雄

小林甲一       酒向清治        佐野真隆

澤 芳美       柴田朋子        三井恵久美
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ようこそしごと塾へ！ 
 

Welcome!! 
第 ５ 期は １ ８ 名が入塾 

 
７月２日は、せと・しごと塾の第５

期の開講式が瀬戸蔵にて行われた。５

期生として１８名が入塾した。開講式

では、関係者が列席する中、増岡瀬戸

市長より激励のメッセージが贈られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、顧問の小林甲一氏（名古屋学

院大学経済学部教授）の講演「『せと・

しごと塾』に込めた想い、それに託し

た政策理念」が行われた。講演内容は、

働くことの意味、せと・しごと塾によ

る地域づくりについてなど。その中で、

地域雇用創造に向けた新たな地域モデ

ルとして、次の３点が大きな成果とし

て紹介されている。 
①「塾」に相応しく、「ひと」と「ひと」

の間で育み、「ひと」から「ひと」へ

とつながっていく雰囲気が醸成され

ている。 
②塾生の中に、「しごとづくり」と重ね

合わせながら自分の将来を見つめ、自

分の「しごと」を創造しようとする力

が溢れている。 
③塾生の多くが、自然な形で地域への

想いを抱き、地域のニーズに応え、地

域の資源を活かし、地域に根ざした事

業を展開しようと考えている。 
 小林氏は講演の最後に、「せと・しご

と塾は、瀬戸市にとっても新たな地域

づくりの拠点となりつつあることも明

らかで、地域創造の精神や地域の知恵

が、瀬戸市の地域力向上に資すること

を信じてやまない」と締めくくった。 

恒例の名刺交換ゲーム 

次に、小坂英雄氏（塾長）による講

演「創業に向けて」が行われた。講演

の冒頭では、しごと塾では恒例となっ

た名刺交換ゲームが行われた（写真）。

初めて顔を合わせる人が大半の中、最

初は緊張している様子も見られたが、

徐々に打ち解けていき、それぞれの塾

生がほぼ全員と話すことができた。 
他には、創業の失敗例、創業に必要

な準備、起業のポイントなどの解説が 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
された。受講後「何でもないようなと

ころにチャンスがある、自分が行動し

なければ何も起こらない、という言葉

は本当に心に残り、もっと積極的に行

動しなければいけないとつくづく思っ

た」、「名刺交換ゲームでは、他のみな

さんと向かい合った時にエネルギーを

たくさん感じた」、「こどもが成長する

一週間の中で、自分はどれだけ成長で

きたか？この意識を持って鍛錬してい

きたい」などの感想があった。 
 

５ 期生歓迎会 

開講式の長い一日を最後に締めくく

ったのは、５期生歓迎会。卒塾生や事

務局スタッフ、講師陣も加わり、盛大

に行われた。卒塾生は開業者も多く参

加し、５期生の不安を解決すべく、親

身にアドバイスをしていた。いよいよ

５期生の挑戦が始まる。 
 
 
 

 
 
 
 

第５期の新しい取り組み 

 第１期から第４期までの成果と反省

を活かし、第５期の新しい取り組みと

して、大きく次の４点を実施すること

となった。 
①能力開発コンテンツの追加 
（ねらい）思考フレームワークを早期

に学習し、７月のグループワークでア

ウトプットしながら身につけていく

ことを目的とする。よりグループワー

クの時間を充実したものにできる。 
②キャリア講座の追加 
（ねらい）起業と自分自身の人生のキ

ャリアは密接に関連している。自分を

分析し、しっかり見つめ直すことで、

強みや弱みとどう向き合い起業準備

をしていくかを考えていく。 
③起業家養成 OUTPUT 講座開催 
（ねらい）知識はインプットした後、

できるだけ早い時期にアウトプット

することにより定着する。そのアウト

プットの場を相談日の時間終了後に

設ける取り組みを行った。「ブレーン

ライティング」、「シックスハット」な

どの思考フレームワークを実践。卒塾

までに１４回、２３テーマを実施。 
④テキスト「起業の 50 ステップ」改良 
（ねらい）第２期より使用しているテ

キストを改良。能力開発コンテンツを

第２章として大幅加筆した。分量は

222 ページ。しごと塾の補助資料とし

て必要時に利用することができるよ

う、５期生に配布した。 
 
 



CHALLENGE REPORT 2012  ～せと・しごと塾第５期総括～ 
6

Thinking time!! 
グループワーク 

せと・しごと塾の名物でもある事業

計画書作成グループワークが、７月か

ら８月にかけて７回にわたり実施され

た。講師は瀬戸金融協会の佐野真隆氏、

酒向清治氏が務めた。このグループワ

ークは、有意義な時間を共有すること

により、塾生同士の懇親が深まり、お

互いを尊重し合う雰囲気が醸成される、

しごと塾のカリキュラムの中でも重要

な時間である。 

深夜まで打ち合わせをしていたチー

ムがあった。それほど熱心に取り組ん

でいたという証である。４チームすべ

ての事業が机の上の疑似事業計画では

なく、「ぜひ実現させたい！」というも

ので、その意気込み、本気度が伝わっ

てきた。 
最終日の８月８日には、グループワ

ークの集大成ともいえる発表会が開催

された。以下は各チームへの塾長コメ

ント。 

 

１．「瀬戸焼きそばのネット販売」 
経営理念の表現方法を考えてくださ

い。「心に残る」･･･心に残る為の工夫、

仕掛けが必要です。「おいしさとまご

ころ」･･･どう美味しいか、どんな点

にまごころを感じてもらうか。経営理

念に対し、説明責任を果たさなければ

なりません。それができれば、お客様

から共感が得られるでしょう。 
肝心な「お客様」（購入者）のリサー

チが必要です。どんなものを求めてい

るのか、この商品が売れるのか、調査

が必要です。ミクロとマクロ、両面で

行うと良いでしょう。とはいえ、全般

的にリサーチは短期間にもかかわら

ず、かなり突っ込んで実施していたと

思います。素晴らしい！ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

２．「烏骨鶏の卵販売」 
安全性の確保。これが崩れたら事業が

崩壊しますので、この事業の大前提と

なります。 
「烏骨鶏が可愛い」ということを伝え

なければなりません。どんなに可愛が

っているか、笑いが起こるくらいのネ

タを用意するとよいでしょう。「幸せ

な鶏」。そこまで可愛がってもらえる

のなら幸せに違いない、というレベル

にまで高めてほしいものです。 
卵の食べ方も提案してほしいですね。

既存の食べ方とは違うものが望まし

いです。 
 
 
 
 
 
 
 
３．ご当地ヒーローによる地域活性化 
 まず、寸劇最高でした！あの突然の

無茶振りに対応してあれだけの笑い

を取ったことは素晴らしい！ 
経営理念の「郷土愛を育む」、なぜ郷

土愛が育つのか、そのための仕掛けは

何ですか？ 理由付けが必要です。 
他のヒーローもので扱っていない分

野を探してほしいものです。イケメン

俳優は相当出ていますので、何か違っ

た視点が欲しいところです（具体的な

案についてはここでは掲載しません。

発表時にコメントした通りです）。 
スポンサーからの収入が、1,000 万円

以上いただけるようなモデルを考え

てください。これを考えることがブレ

イクスルーの可能性を向上させます。

数十万円の規模で考えていては、事業

計画もこぢんまりとした、目立たない

ものとなってしまうでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．体験型農業 
経営理念の「健やかな心と体を育む」。

農業ということで、何となくそうかな

～と思うものの、今一つ説得力がない

ので、この理由付けを考えてください。

せと・しごと塾でも、「健全な起業家

精神の育成、成長」を考えていますが、

一つの答えとして、「コミュニティの

中で学びあう」ということが挙げられ

ます。他人に対して何かしてあげる。

それにより自分の存在感、自分の居場

所を作っていく。他者から刺激を受け

る、他者と切磋琢磨する、など。一人

で黙々と農作業を行うのも良いので

すが、集団の中で学びあう仕組みを提

供してみてはいかがでしょうか？ 
事業の名称に「ファミリー」とありま

したので、ファミリーを作っていくよ

うなサービスとするのも面白そうで

す。このとき、利用者にとっても都合

よく使ってもらうだけでは、健全なコ

ミュニティが成立しないでしょう。あ

る程度制約や義務を課し、その中でコ

ミュニティに所属するメンバーが過

ごしていかないと、継続性が失われる

でしょう（別に行かなくてもいいや、

となってしまう）。 
 
 

馬の目 FLASH～!! 

ぐはぁぁぁ！ 
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熱い熱い夏の、中間決算！ 
 

Business plan 
緊張の中間発表会 塾長コメント 

 
１．ひきこもり支援（藤井さん） 

思い切って、「ひきこもり」というキ

ーワードを使わずに、ひきこもりの解

決に至るような仕組みができないかと

期待したいと思います。それには、取

得資格である FP が役に立つかもしれ

ません。その他のご経験や特技かもし

れません。ひきこもりでない方と、ひ

きこもりの方が共存するコミュニティ

があっても良いのではないでしょうか。 
 
２．食育スクール（有田さん） 
「適食力」という言葉は初めて聞き

ました。私も身に付けたいものです。

スクールの目玉が欲しいですね。２校

目、３校目をお考えということであれ

ば、「こういうスクールなんです！」と

自信を持って、分かりやすく伝えるこ

とのできる特徴を作りたいですね。 
 
３．企画相談・営業代行（若杉さん） 
前職での商品企画の実際の成功例、

事例が知りたいですね。これで説得力

が倍増するでしょう。例えば、保険の

場合、他社とあまり違いがない中、ど

のように選んでもらっているか、これ

は良い事例になるのでは。「売りに行っ

たときに断られるとへこむ」という社

長の代わりに商品を売ってあげること、

また、そのような人たちの精神力を強

くしてあげることも付加価値として事

業展開可能なのではないでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．焼き菓子の販売（高嶋さん） 
 美味しいタルト、ご馳走様でした。

前回に引き続き私の好みを採り入れて

いただき、嬉しい限りでございます。 
事業コンセプトと課題、とても明確に

なっています。素晴らしいと思います。

今回の試作品は見た目もきれいですし、

暑い夏に「ひんやり感」を出す工夫も

されていて、しかも具だくさんという

特徴もあり、十分商品化可能だと思い

ますよ！  
 
５．がん患者さんのための相談窓口（水

野さん） 
がん患者さんの情報入手経路、情報

交換できるコミュニティの構築が望ま

れます。患者さんが、自分で納得でき

る治療法を選ぶことができればハッピ

ーですね。まずは、既に存在している

団体がサポートしていること、そして

空白となっている部分を探してみては

いかがでしょうか。「協働」が重要とな

るでしょう。 
 
６．ハンドメイド雑貨の移動販売（山

田さん） 
 「接客が天職！」何と素晴らしいこ

とでしょう。だから対面販売にこだわ

る。一本芯が通っていて私は大好きで

す。もちろん商売としては効率が落ち

ますが、理念を大事にしていただきた

いと思います。何より、ご自身が事業

を楽しんでいるということが素晴らし

いですね！ 
 
７．せと焼きそばのネット販売（檀上

さん） 
 「瀬戸が大好き！」こういう方がい

らっしゃるということがまず素敵です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おみやげは「This is Seto!」という「ベ

タ」（コテコテ）なものが良いのでは。

中途半端に品の良いものでは話題性も

ないし、そこそこの結果に終わってし

まう気がします（私の出身大学では、

留学生に「○○大学」という文字の入

った T シャツがよく売れていました。

日本人は買いませんが）。せともの祭り

での出店も、大きな成果をあげること

を期待しています。あと、味で勝負す

るのも一つのやり方ですが、「楽しさ」

という切り口で事業を考えていただく

のも良いと思います。ご自身がとこと

ん楽しんでください。 
 
８．パステル画教室・カウンセリング

（廣瀬さん） 
 コミュニケーション×パステル画、

というテーマで何かサービスメニュー

を作りたいですね。あと、学校でパス

テル画講座が実現するのではないかと

思います。キャリア講座に講師として

参加するなど、アプローチをしてみて

はいかがでしょうか。私も創業塾の受

講者の方から娘の誕生祝いに素敵なハ

ートのパステル画をいただきました。

大事に飾っていますよ！ 
 
９．利益体質のとうふ屋（山内さん） 
 ターゲットを再確認してください。

今までのお客様の声も集約し、誰が買

ってくれるのか、なぜ買ってくれてい

るのかを明確にしてください。個人向

け以外にも、実は本当のターゲットが

存在するかもしれません。受賞歴を見

ても、世間の評価は間違いないはずな

ので、販売ルート、プロモーション、

それと原価管理、しっかり構築してい

きましょう。 
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（塾長コメント続き） 
 
１０．烏骨鶏の採卵養鶏と循環型農業

（森田さん） 
 「烏骨鶏がカワイイ」「だから肉はさ

ばきたくない」、つかみは抜群ですね！

森田さんのキャラでファンができると

思います。卵を販売する以外にも、見

学ツアーなど事業プランはありそうで

すね（その他発表会時にお伝えした通

りです）。 
 
１１．手作りの焼き菓子、パンと手作

り雑貨販売（坊山さん） 
 お子様も壇上に来てプレゼンなさい

ました。子連れで活動できる環境とい

うのは私も作っていきたいと考えてお

ります。社会が普通に受け入れるよう

な環境になっていけばと思います。事

業ですが、パンの特徴が欲しいですね。

口コミが広がるとき、どんな特徴があ

るか、言葉にできることが条件となり

ます。ワインで言えば、「ソムリエがド

ンペリと間違えたスパークリングワイ

ン」など、短い表現で分かりやすく通

じるものがあればいいですね。 
 
１２．木質バイオマス普及促進事業（胡

桃澤さん） 
 大学との連携は効果的だと思います。

今まで実績がなければ、多くの知見が

得られるでしょう。バイオマスの良さ、

そして商品（群）の良さ、最後に「自

社の売り」、これを備えなければなりま

せん。プレゼンではバイオマスについ

てのみ触れていましたので、これから

しっかり「自社の売り」まで作り上げ

てください。そのためには継続的な商

品企画・開発ですね！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１３．総合結婚相談サービス（小川さ

ん） 
 従来のサービスとは異なる切り口で

事業を構築していただけたらと思いま

す。最大の目的がカップルを作ること

であれば、その解決の手法はいわゆる

「婚活サービス」ではないかもしれま

せん。幅広く事業を模索していきまし

ょう！ 
小川さんのコメント力について会場

で話題になりましたが、私も感動した

一人ですよ。 
 
１４．無農薬・無化学肥料の農業（丹

羽さん） 
 農業が好き！好きなことを仕事にで

きるのは素晴らしいです！ 
お客様に選んでいただける野菜、そし

てリピートしていただけるよう、しっ

かりお客様の方を向いて事業を進めて

ください。体を壊したら元も子もない

ので、くれぐれも無理をなさらないよ

うにお願いします。 
 
１５．地域における子供たちの活動活

性化支援組織（西野さん） 
 親御さんや子供たちに楽しさや充実

感を与えるようなコンセプトが欲しい

ですね。それはスポーツを通じて体力

づくりをするのか、自立心を養うのか、

コミュニケーションを取れるようにす

るのか。そして、それらのコンセプト

を実現している団体、事例を調べてい

ただきたいと思います。きっとたくさ

ん出てくるでしょう。「子供会」に限定

せず、塾や行政の取り組みなど、いろ

いろヒントがあるでしょう。地元瀬戸

ということであれば、中期計画等に沿

ったものであれば、受け入れられやす

くなると思います。 
 
１６．心も体も元気になるヨガの普及

（藤原さん） 
 ターゲットとなるお客様が多く集ま

る場所へのアプローチが効果的です。

公民館や整体院などがこれにあたるの

ではないでしょうか。あと、早朝ヨガ

などの文化も作ってはいかがでしょう

か（ラジオ体操やランニングみたいに）。

病院から紹介がいただけるくらいのレ

ベルに仕上げれば、事業の発展が見え

てきます。 
 
１７．ご当地ヒーローによる地域活性

化事業（尾方さん） 
 プレゼンの表紙がいきなり面白いで

すね！ 
ご当地ヒーローを生み出すプロデュ

ーサーという路線の方が個人的には面

白いと思います。瀬戸を盛り上げたい

という心意気はたいへん嬉しいのです

が、事業の発展を考えると、地域おこ

しのパッケージを作り上げるのが、よ

り多くの笑顔を作る結果になると思い

ます。 
 
以上、塾長コメントでした。これだ

け聴衆がいるなかでのプレゼンテーシ

ョンは初めてという方も多かったと思

いますが、皆堂々と発表していました。

数多くの発表の機会により、徐々に場

慣れしており、頼もしく感じました！ 



CHALLENGE REPORT 2012  ～せと・しごと塾第５期総括～ 
9

起業家脳をつくる第一歩！ 
 

Entre-Ability 
Development 
能力開発コンテンツの数々 

１．起業家脳養成講座 
 しごと塾開講直後の 7/12 に「起業家

スキル UP 講座」が開催された。第５

期からの新しい講座で、知恵を絞って

ビジネスアイデアをどのように出して

いくか、その手法を身につけることを

目的とする。起業家としての「思考フ

レームワーク」をいくつも持つことに

より、独創性や発想力を磨く機会とな

った。塾生が入塾時に持っていたアイ

デアはイノベーション（創造的破壊）

が必要である。起業家スキル UP 講座

の内容を以下に紹介する。 
 
（１）チーム名を５分で決める！ 

 
 
 
 
 
 
まずは３チーム、チーム名を５分で

決めていただくというワークからスタ

ート。ただチーム名を決めるのではな

く、「メンバーの共通項を探して、名称

を決めてください」というもの。３チ

ーム、決まったのが、「ハッピーファミ

リー」「犬めがね」「世界を目指す既婚

者」です。特に２つ以上の共通項を出

すような要求もしていないのに、各チ

ームの案は偶然にもキーワード２つの

組み合わせとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）ブレーンライティング 
 
 
 
 
 
 
次に、ブレーンライティングを実施。

全員が初めての経験。お題は「チーム

に 200 万円の資金が与えられました。

これを、1 年で 1000 万円に増やす方法

を考えてください。」というもの。まず

それぞれ配布したシートの最上部 3 か

所に自分のアイデアを３つ書き、３分

経過したら、時計回りに隣の人にその

シートを回す。シートをもらったら、

２段目に、前の人が書いたアイデアを

改良するようなアイデアを加えていく。 
大きく分けて、ビジネス、ギャンブル、

株式等への投資が上がっていました。

このブレーンライティング、アイデア

のスタート地点が他者ということで、

３分ごとに「何が出るかな？」という

刺激的な時間を過ごすことができるの

が特徴である。短時間で思考をリセッ

トするという刺激を経験することがで

きる。  
 ブレーンライティングは予想以上の

反響があり、来期につながる手ごたえ

を得ることとなった。 
（３）パーパスリスト 
「なぜ起業するのか」を突き詰めてみ

るワークである。起業はお金のため？

何のため？なかなか深く考える機会は

多くないと思われる。５分という短い

時間で、手段－目的－上位目的－最上

位目的を整理していただく機会を設け

た。全般的に、ワーク時間を短く置い

ているのがしごと塾能力開発の特徴で

ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）シックスハット 
 
 
 
 
 
 
 
 
午後の部は今回のメインディッシュ、

「シックスハット」。2011 年は各支援

機関で 9 回実施した、人気の講座であ

る。今回は、「せと・しごと塾の会場で

ある産業支援センターの場所を３年間

使えることになりました。チームには

3,000 万円が与えられ、3 年でチームの

預金口座を 1 億円にしてください。」と

いうミッションが与えられた。塾生の

中でシックスハット経験者は３名。 
チームによっては、キーワードを並

べたり、矢印で関連するものをつなげ

たりと、特徴が出ていた。みなが一気

にアイデアを出すチーム、全員のコン

センサスを確かめるようにゆっくり進

んでいくチーム、これもまた見ていて

興味深い結果となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 シックスハットは、白・黄・黒・緑・

赤・青の順番で実施。青は 10 分、それ

以外はそれぞれ５分。最後に 10 分弱ま

とめの時間を設け、全部で 45 分くらい

と、短時間でどこまでアイデアが出て

くるかという訓練である。 
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それぞれの「帽子」の時間は、次の

観点でアイデア出し、意見を述べる時

間とルールを決めるのが特徴である。 
①白い帽子･･･客観的なデータ、統

計、事実など（ここでは判断、提

案などをしない） 
②黄色い帽子･･･ポジティブな視

点。プラス思考、アイデアの利点

など 
③黒い帽子･･･ネガティブな視点。

リスク、懸念など 
④緑の帽子･･･革新的な視点。新し

い代替案、斬新なアイデア、リス

クを乗り越える方法 
⑤赤い帽子･･･感情的な視点。直

感、好き嫌いなど 
⑥青い帽子･･･まとめ的な視点。結

果のまとめ 
 例えば、緑の帽子の時間にネガティ

ブな意見やリスクについて言及するの

は「禁止」となるのである。会議は、

ともすればネガティブワードのオンパ

レードとなりやすいので、こういう思

考を一定時間に封じ込める絶大な効果

がある。また、赤の帽子の時間では、

上下関係があると言えないような「私

はそれキライ」などという感情的な意

見も、言えるのである。社内でシック

スハットを実施すると効果的なのは、

これも一因である。参加者がスッキリ

するので、満足度も上がるのである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 各帽子の時間は基本５分。時間厳守

で次の帽子に移行する。全員がルール

を守ることで、健全な会議を実施する

ことができる。ファシリテーターを置

くと、このルールは守られ、参加者も

安心して次のステップに進むことがで

きる。 
 
 
 
 
シックスハットを実施する際に重要

なのは、１人が板書するのではなく、

全員がペンを持っていつでも意見を書

けるようにし、椅子に座らないルール

である。板書する人に伝言する時間は

無駄であり、椅子に座ると、まったり

と時間が流れていってしまう。複数人

が並行して意見を出し、話し、しかも

書きながら耳に入る言葉を聞くという、

五感を磨く訓練でもある。従って、１

時間足らずのシックスハットでも、疲

労感はかなり出ることになる。特に初

参加の人は衝撃を受けるかもしれない。 
 

* * * 
 
参加者がルールに則ってシックスハ

ットを実施すると、全員参加の会議と

なり、短時間で驚くほどのアイデアが

創出される。 
 

「せと・しごと塾の会場である産業支

援センターの場所を３年間使えること

になりました。チームには 3,000 万円

が与えられ、3 年でチームの預金口座を

1 億円にしてください」というお題に関

しては、次のような結果となった。 
 
①「ハッピーファミリー」チームの発

表。「高級会員制クラブ」を軸にしたプ

ラン。入会金を先にもらえば、1 億円の

道は近いかも。 
 
②「犬めがね」チームは「人間力養成

の場」というプラン。公益的な色彩も

持つ事業で、助成金を視野に入れたも

の。1 億円規模の補助金を受け取る事業

なら、つなぎ融資で「1 億円の預金残高」

はクリアかもしれない。今回のお題、

わざと「預金残高 1 億円」としてある

ので、一時的に 1 億円があればミッシ

ョンクリアとなる。そこに気づいた方

はどれくらいいらっしゃったか？？ 
そうだとわかれば、少し事業計画、収

益性の敷居が下がります（現実的に意

味があるかどうかは別として）。このあ

たりも、ワークの中に、「頭を柔らかく

して考えてみる」という要素が含まれ

ている。 
 
③「世界をめざす既婚者」チームは、「世

界に一つのお葬式」。その一つとして、

「ガンダム婚」というアイデアが出た。

そのモデルハウス的なものも作るとい

う、ビジネスアイデアであった。こう

いう「極端な操作をしてみる」という

のも、アイデア出しでは多用される。 
 
（５）その他の思考フレームワーク 
上記の他に、KJ 法、サーチアンドリ

アプライ、マインドマップ、MECE、

ロジックツリーの解説をして講座は終

了した。今回のような思考フレームワ

ークを知っておくことで、アイデアの

引き出しを大きくすることもできるし、

全員が目的意識を持って参加すること

により、会議時間の短縮にもつながる。

会議の際に、「他者の時間も使ってい

る」という感覚を持つだけでも、コミ

ュニケーション能力が大きく向上する

であろう。次期以降も積極的に実施し

ていきたい。 
 

１ 
ルール１ 
決められた観点 

で意見を出す 

ルール２ 
時間は厳守 
基本は５分 

２

３
ルール３ 
全員がペンを持ち 
座らず議論する 
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６か月の総決算！ 
 

Graduation 
大盛況に終わった発表会＆ 卒塾式 

 
７月に開講したせと・しごと塾の第

５期も、ついに１２月２０日、卒塾式

を迎えた。卒塾式に先立ち、事業計画

発表会が実施され、５期生１８名全員

が半年間練り上げた事業計画を発表し

た。会場の瀬戸蔵（瀬戸市蔵所町）に

は関係者を含め、およそ１００名が来

訪。塾生の事業計画を真剣に聴き、名

刺交換などの交流も生まれていた。発

表会の途中には塾生の商品の試食も行

われ、会場が活気で溢れた。 

 発表の概要は以下の通り（敬称略）。

「新しくできた会社の９割は５年以内

に実質倒産状態、結果を出している会

社は、良い商品・優れた営業力を持っ

ている。営業力がない会社を支えてい

きたい。」（若杉）。「当初は結婚相談所

を考えていたが、女性のキャリア支援

事業に方向性を変えた。」（小川）。「食

育スクールで『適食力』を身につけて

ほしい。特に７歳までの食生活が重

要。」（有田）。「通販事業者などの提携

が進んでおり、販路開拓中。新商品も

開発中。２０１３年の事業が黒字にな

らなければ店を閉める！」（山内）。「定

年退職後、こども達を元気にする支援

組織をつくりたい。」（西野） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「林業家として自立していきたい。」

（胡桃澤）。「接客が大好き、可愛い雑

貨が大好き。作家さんを応援しながら

『旅する雑貨屋』になる！」（山田）。「こ

ころに障害をもつ当事者と家族の方を

支援していく事業を立ち上げたい！」

（藤井）。「烏骨鶏（うこっけい）が大

好きなんです。烏骨鶏も幸せにするた

め、卵だけを売っていきたいんです！」

（森田）。「お菓子をつくるのが大好き。

記憶に残る焼菓子を届けたい。」（高嶋）。

「瀬戸のご当地キャラクター、『陶神オ

リバー』で瀬戸を盛り上げたい！」（尾

方）。「自然農園で収穫した無農薬野菜

は甘みが違う。ぜひ食べてみてほし

い。」（丹羽）。「お年寄りでも気軽に楽

しめるヨガを展開。ヨガをもっと身近

なものにしたい。」（藤原）。「手作りパ

ン、雑貨販売の仕事を通じて、お母さ

んの活躍する場を提供したい。」（坊山）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「パステル画教室を開き、親子のコミ

ュニケーションを提供し、お母さんの

悩みも聴いてあげたい。」（廣瀬）。「が

んで悩んでいる方のお話を聴き、情報

提供をしていきたい。」（水野）。「瀬戸

焼そば、瀬戸を愛しています！瀬戸焼

そば音頭を聴いてください！」（檀上）。 

 以上１８名の発表が終わると、引き

続き卒塾式が開催された。増岡瀬戸市

長より全員に卒塾証の授与が行われ、

塾長より「卒塾後も挑戦を繰り返し、

飛躍していってほしい。」と激励を受け

た。 

 ５期生を代表して「ぼちぼちファー

ム」の森田高用さんがスピーチ。「知人

から勧められ何となく申し込んだしご

と塾が、思いがけず楽しい場所となっ

た。素晴らしい仲間ができ、有意義な

半年であった」と述べた。チームワー

ク抜群の５期生の活躍を期待したい。
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卒塾生の活躍！ 
 

Variety & Diversity 
せと・しごと塾、開業者の事業を紹介します（一部） 

１．「気づき」と「人間力」の教育『一尾塾』（１期生 一尾茂疋） 

２．まち・ひと・食卓を結ぶ。『ＹＵＩ』（１期生 斉藤貴子） 

３．電子工作と電子部品販売の『だいおう堂』（１期生 池野達博） 

４．国産小麦・天然酵母のベーグル専門店『Ｕｂｕｎｔｕ』（１期生 河合陽子） 

５．木工房『玄翁屋』（１期生 山田典幸） 

６．『ＷＥＢ５００』（２期生 田口相） 

７．木工房＆木工教室『もくもく楽舎たけちゃん工房』（２期生 高橋武男） 

８．『フォトデザイン・キャラバンサライ』（２期生 林かなこ） 

９．マナースクール『フィロソフィ』（２期生 松村智子） 

10．一般社団法人日本介護アロマ協会（２期生 みもりひろ子） 

11．『メディカルアロマ blue.frue』（２期生 青野多美子） 

12．ヨガ教室『ルマセニョン』（２期生 稲見亜美） 

13．障がい福祉サービス事業所『らいむ畑』（合同会社ハーモニー、３期生 池田隆浩、池田陽子） 

14．オリジナルステンドグラスの制作『Nijiiro』（３期生 山田貴子） 

15．ルワンダの貧困緩和と就労移行支援施設『一般社団法人 仕事ノアル暮らし』（３期生 加藤悦子） 

16．『水野行政書士事務所』（３期生 水野あい子）  

17．手作りおやつ＆スウィーツ屋さん『瀬戸花子 噂の･･･！？ 』（３期生 菱田真由美） 

18．親業に関する講師業『ハッピー・コミュニケーション』（３期生 太田智恵子） 

19．『道の場"悠"』（３期生 細谷奈美江） 

20．『瀬戸本地郵便局』（３期生 伊藤一憲） 

21．L'heure du gouter（４期生 上村友理） 

22．パソコン教室などの教育学習支援事業『あいちパソコ株式会社』（４期生 三浦隆） 

23．Web でラクラク景品手配『幹事たかしま』（４期生 高島淳）  

24．『パソコンのちょこっと先生』（５期生 尾方亮） 

25．手作りとうふ『とうふ屋しろ』（５期生 山内謙次） 

26．『土環自然農園』（５期生 丹羽真一郎） 

27．『ぼちぼちファーム』（５期生 森田高用） 
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５期生卒塾後アンケート結果！ 
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「まちに笑顔を」 

せと・しごと塾 


